
第
三
条

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
〜
二

（
略
）

第
一
〜
二

（
略
）

第
三

外
国
人
労
働
者
の
定
義

第
三

外
国
人
労
働
者
の
定
義

こ
の
指
針
に
お
い
て
「
外
国
人
」
と
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
を
い
い
、
特
別
永
住
者
並
び
に
在
留
資

格
が
「
外
交
」
及
び
「
公
用
」
の
者
を
除
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
外
国
人
労
働
者
」
と
は
、
外
国
人
の
労
働

者
を
い
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
指
針
に
お
い
て
「
外
国
人
」
と
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
を
い
い
、
特
別
永
住
者
並
び
に
在
留
資

格
が
「
外
交
」
及
び
「
公
用
」
の
者
を
除
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
外
国
人
労
働
者
」
と
は
、
外
国
人
の
労
働

者
を
い
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、「
外
国
人
労
働
者
」
に
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
実
習
生
（
以
下「
技
能
実
習
生
」

と
い
う
。）も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
四

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
講
ず
べ
き
必
要
な
措
置

第
四

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
講
ず
べ
き
必
要
な
措
置

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

適
切
な
人
事
管
理
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
等

五

適
切
な
人
事
管
理
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
等

１
〜
５

（
略
）

１
〜
５

（
略
）

６

帰
国
及
び
在
留
資
格
の
変
更
等
の
援
助

６

帰
国
及
び
在
留
資
格
の
変
更
等
の
援
助

イ

事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
の
在
留
期
間
が
満
了
し
、
在
留
資
格
の
更
新
が
な
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
関
係
を
終
了
し
、
帰
国
の
た
め
の
諸
手
続
の
相
談
そ
の

他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ

事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
の
在
留
期
間
が
満
了
し
、
在
留
資
格
の
更
新
が
な
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
関
係
を
終
了
し
、
帰
国
の
た
め
の
諸
手
続
の
相
談
そ
の

他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
が
帰
国
す
る
際
、
病
気
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
帰
国

に
要
す
る
旅
費
を
支
弁
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
旅
費
を
負
担
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
特

定
技
能
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
の

五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
技
能
雇
用
契
約
（
以
下
「
特
定
技
能
雇
用
契
約
」
と
い
う
。）の
基
準
と
し

て
、
当
該
外
国
人
労
働
者
が
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
終
了
後
の
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
契
約
終
了
後
の
出
国
が
円
滑
に
な
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
外
国
人
の
育
成
就

労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
。

以
下
「
育
成
就
労
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
育
成
就
労
外
国
人
（
以
下
「
育
成
就
労

外
国
人
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
帰
国
事
由
が
自
己
都
合
に
よ
る
場
合
も
含
め
、
育
成
就
労
法
第
二

条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
監
理
支
援
機
関
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
単
独
型
育
成
就

労
の
場
合
は
事
業
主
）
が
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
契
約
終
了
後
の
出
国
が
円
滑

に
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
が
帰
国
す
る
際
、
病
気
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
帰
国

に
要
す
る
旅
費
を
支
弁
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
旅
費
を
負
担
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
特

定
技
能
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
の

五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
技
能
雇
用
契
約
（
以
下
「
特
定
技
能
雇
用
契
約
」
と
い
う
。）の
基
準
と
し

て
、
当
該
外
国
人
労
働
者
が
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
終
了
後
の
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
契
約
終
了
後
の
出
国
が
円
滑
に
な
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
技
能
実
習
生
に
つ

い
て
は
、
帰
国
事
由
が
自
己
都
合
に
よ
る
場
合
も
含
め
、
監
理
団
体
（
企
業
単
独
型
技
能
実
習
の
場
合

は
事
業
主
）
が
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
契
約
終
了
後
の
出
国
が
円
滑
に
な
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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